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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出するノズル、及び、前記ノズルからインクを吐出させる吐出駆動部を備え
、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、
　インクを収容したカートリッジを装着可能な装着部と、
　前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、
　前記キャリッジとは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、
　前記吐出駆動部によるインクの吐出を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得し
た場合、前記装着部に対応する色のインクを前記吐出駆動部によって前記インク吐出部か
ら吐出する動作を、停止させる、印刷装置。
【請求項２】
　インクを吐出するノズルを備え、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、
　インクを収容したカートリッジを装着可能な装着部と、
　前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、
　前記キャリッジとは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、
　前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合に、前記
装着部に装着された前記カートリッジから前記インク吐出部への前記インクの供給を遮断
させることによって、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する制御部と、を備
え、
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　前記装着部には、印刷用インク以外の内容物を収容した前記カートリッジである代替カ
ートリッジを装着可能であり、
　前記制御部は、前記装着部に前記代替カートリッジが装着された場合、印刷時において
前記代替カートリッジの内容物の吐出を遮断する、印刷装置。
【請求項３】
　前記装着部に内蔵され、前記カートリッジから前記インク吐出部へのインクの供給を遮
断する遮断部を備え、
　前記制御部は、前記遮断部をインクの供給を遮断する状態とインクを供給する状態とに
切り替えさせることによって、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する
　請求項２記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記カートリッジを装着可能な複数の前記装着部を備え、
　前記制御部は、複数の前記装着部のいずれか１以上について、前記装着部に装着された
前記カートリッジから前記インク吐出部への前記インクの供給を遮断させる
　請求項２または３に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記装着部における前記カートリッジの装着状態を検出するカートリッジ検出部を備え
、
　前記制御部は、前記カートリッジ検出部が前記装着部にインクを収容した前記カートリ
ッジが装着されていないことを検出した場合に、前記カートリッジが装着されていない前
記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する
　請求項２から４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記装着部に装着される前記カートリッジに関する情報の入力を受け付ける受付部を備
え、
　前記制御部は、前記受付部が前記インクの吐出を遮断するための情報を受付けた場合、
前記インク吐出部からの前記インクの吐出を遮断する
　請求項２から５のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記代替カートリッジに収容される前記内容物は前記印刷装置のメンテナンス用の液体
である
　請求項２から６のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記キャリッジに取り付けられ、前記インク貯蔵部から供給されたインクを貯留するサ
ブタンクを備え、
　前記サブタンクは、前記キャリッジの走査方向において、前記キャリッジの前記装着部
が配置された位置とは異なる位置に取り付けられる
　請求項１から７のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記インク貯蔵部に貯蔵されるインクの色はイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの
少なくともいずれかである
　請求項１から８のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　前記カートリッジに収容されるインクの色は、減法混色における基本色に該当しない色
である
　請求項１から９のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１１】
　前記カートリッジに収容されるインクの色は、レッド、グリーン、蛍光色、メタリック
色のいずれかである
　請求項１０に記載の印刷装置。
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【請求項１２】
　インクを吐出するノズル、及び、前記ノズルからインクを吐出させる吐出駆動部を備え
、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、インクを収容したカートリッジを装着可能
な装着部と、前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、前記キャリッジ
とは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、を有する印刷装置の制御
方法であって、
　前記吐出駆動部によるインクの吐出を制御する制御部が、前記装着部に対応する前記イ
ンクの吐出を遮断するための情報を取得した場合、前記装着部に対応する色のインクを前
記吐出駆動部によって前記インク吐出部から吐出する動作を、停止させる
　印刷装置の制御方法。
【請求項１３】
　インクを吐出するノズル、及び、前記ノズルからインクを吐出させる吐出駆動部を備え
、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、インクを収容したカートリッジを装着可能
な装着部と、前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、前記キャリッジ
とは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、を有する印刷装置の制御
方法であって、
　前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合に、前記
装着部に装着された前記カートリッジから前記インク吐出部への前記インクの供給を遮断
することによって、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断し、
　前記装着部に、印刷用インク以外の内容物を収容した前記カートリッジである代替カー
トリッジが装着された場合、印刷時において前記代替カートリッジの内容物の前記インク
吐出部への供給を遮断することによって、前記内容物の吐出を遮断する、印刷装置の制御
方法。
【請求項１４】
　インクを吐出するノズルを備え、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、
　インクを収容したカートリッジを装着可能な装着部と、
　前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、
　前記キャリッジとは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、
　前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合に、前記
装着部に装着された前記カートリッジから前記インク吐出部への前記インクの供給を遮断
させることによって、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する制御部と、を備
え、
　前記装着部には、前記装着部を保護可能なダミーカートリッジを装着可能であり、
　前記制御部は、前記装着部に前記ダミーカートリッジが装着された場合、前記ダミーカ
ートリッジが装着された前記装着部から前記インク吐出部への流路を遮断させる、印刷装
置。
【請求項１５】
　インクを吐出するノズル、及び、前記ノズルからインクを吐出させる吐出駆動部を備え
、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、インクを収容したカートリッジを装着可能
な装着部と、前記装着部および前記インク吐出部を備えるキャリッジと、前記キャリッジ
とは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク貯蔵部と、を有する印刷装置の制御
方法であって、
　前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合に、前記
装着部に装着された前記カートリッジから前記インク吐出部への前記インクの供給を遮断
することによって、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断し、
　前記装着部に、前記装着部を保護可能なダミーカートリッジが装着された場合、前記ダ
ミーカートリッジが装着された前記装着部から前記インク吐出部への流路を遮断させる、
印刷装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、印刷装置、及び、印刷装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インクカートリッジを搭載するインクジェット式プリンターにおいて、インクタ
ンクからインクの供給を行うものが知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献
１には、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの各色インクが収容されたインクカート
リッジが装着され、インクカートリッジよりも大容量のインクタンクからブラックインク
を供給する例が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１９５９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的なインクカートリッジより大容量のインクタンクを利用した場合、インクカート
リッジの交換の手間を省くことができ、印刷コストが低減することが知られている。一方
、インクカートリッジはインクタンクに比べて交換が容易であるため、プリンターが使用
するインクの色を変更するような用途に対応可能である。これらのインクカートリッジ、
及びインクタンクの利点を活かした利用法が望まれていた。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、インクを利用する印刷装置にお
いて、インクカートリッジと、インクを貯蔵するインクタンク等との各々の利点を活かし
て印刷を行えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を達成するために、本発明は、複数色のインクを吐出するインク吐出部と、イ
ンクを収容したカートリッジを装着可能な装着部と、前記装着部および前記インク吐出部
を備えるキャリッジと、前記キャリッジとは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するイ
ンク貯蔵部と、前記インク吐出部によるインクの吐出を制御する制御部と、を備え、前記
制御部は、前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合
、前記インク吐出部から前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する。
　この構成によれば、カートリッジを装着する装着部とインク貯蔵部とを備える印刷装置
が、装着部に対応するインクの吐出を遮断できる。例えば、カートリッジに収容されたイ
ンクを使用せずに印刷を行う動作等を実行できる。従って、インク貯蔵部及びカートリッ
ジの各々の利点を活かして印刷を行うことができる。
【０００６】
　また、上記構成において、前記カートリッジを装着可能な複数の前記装着部を備え、前
記制御部は、複数の前記装着部のいずれか１以上について、前記装着部に対応する前記イ
ンクの吐出を遮断する構成であってもよい。
　この構成によれば、カートリッジに収容されたインクを吐出せずに、インク貯蔵部に貯
蔵されたインクを使用して印刷を行うことが可能である。このため、例えば、使用頻度の
低い色のインクを収容したカートリッジを装着部に装着したり、装着部にカートリッジを
装着せずに印刷を行ったりすることが可能となる。従って、インク貯蔵部とカートリッジ
とを適切に使い分けることができ、インク貯蔵部及びカートリッジの各々の利点を活かし
て印刷を行うことができる。
【０００７】
　また、上記構成において、前記装着部における前記カートリッジの装着状態を検出する
カートリッジ検出部を備え、前記制御部は、前記カートリッジ検出部が前記装着部にイン
クを収容した前記カートリッジが装着されていないことを検出した場合に、前記カートリ
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ッジが装着されていない前記装着部に対応する前記インクの吐出を遮断する構成であって
もよい。
　この構成によれば、装着部におけるカートリッジの装着状態に対応して、装着部に対応
するインクの吐出を遮断できる。このため、例えば、カートリッジが装着されていない状
態で動作を実行することができる。このように、インク貯蔵部とカートリッジとを適切に
使い分けることができ、インク貯蔵部及びカートリッジの各々の利点を活かして印刷を行
うことができる。
【０００８】
　また、上記構成において、前記装着部に装着される前記カートリッジに関する情報の入
力を受け付ける受付部を備え、前記制御部は、前記受付部がインクの吐出を遮断するため
の情報を受付けた場合、前記インク吐出部からの前記インクの吐出を遮断する構成であっ
てもよい。
　この構成によれば、カートリッジに関して入力される情報に基づき、装着部に対応する
インクの吐出を遮断できる。例えば、スイッチ等の入力操作による入力や、外部の装置か
らのコマンドやデータの入力に応じて、カートリッジに収容されたインクの吐出を遮断で
きる。従って、インク貯蔵部及びカートリッジの各々の利点を活かして印刷を行うことが
できる。
【０００９】
　また、上記構成において、前記インク吐出部は、前記インクを吐出するノズルと、前記
装着部から前記ノズルにインクを供給する流路を遮断する供給遮断部を備え、前記制御部
は、前記供給遮断部に前記装着部からの前記インクの供給を遮断させることにより前記イ
ンク吐出部からの前記インクの吐出を遮断する構成であってもよい。
　この構成によれば、インクの流路を遮断することにより、装着部からノズルへのインク
の供給を遮断することが可能である。このため、装着部におけるカートリッジの装着状態
等に対応して、インクの供給を確実に遮断できる。
【００１０】
　また、上記構成において、前記インク吐出部は、前記インクを吐出するノズル、及び、
前記ノズルからインクを吐出させる吐出駆動部を備え、前記制御部は、前記吐出駆動部に
前記ノズルから前記インクを吐出させないことにより前記インク吐出部からの前記インク
の吐出を遮断する構成であってもよい。
　この構成によれば、ノズルからインクを吐出させる動作を行わないことにより、装着部
からのインクの吐出を遮断できる。
【００１１】
　また、上記構成において、前記装着部は印刷用インク以外の内容物を収容した代替カー
トリッジを装着可能であり、前記制御部は、前記装着部に前記代替カートリッジが装着さ
れた場合に、印刷時において前記インク吐出部から前記代替カートリッジの内容物の吐出
を遮断する構成であってもよい。
　この構成によれば、印刷用インクとは異なる内容物を収容したカートリッジを、装着部
に装着できる。例えば、インクの流路を洗浄する洗浄液、流路の乾燥を防止する液体、流
路への塵埃の侵入を防止する物体などを収容したカートリッジを装着部に装着できる。こ
のため、装着部からの塵埃の侵入等を防止でき、インクを収容したカートリッジを装着し
なくても印刷装置の状態を良好に維持できる。また、このカートリッジの内容物の吐出を
、印刷時に遮断することができ、印刷用インクとは異なる内容物が印刷に影響することを
防止できる。
【００１２】
　また、上記構成において、前記代替カートリッジに収容される内容物は前記印刷装置の
メンテナンス用の液体であってもよい。
　ここで、メンテナンス用の液体は、例えば、インクの流路を洗浄する洗浄液、流路の乾
燥を防止する液体等である。この構成によれば、インクを収容したカートリッジを装着し
なくても印刷装置の状態を良好に維持できる。また、インクを収容したカートリッジを装
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着するときに、インクの流路のコンディションが良好であるため、カートリッジのインク
を使用した印刷を速やかに開始できる。
【００１３】
　また、上記構成において、前記インク貯蔵部に貯蔵されるインクの色はイエロー、マゼ
ンタ、シアン、ブラックの少なくともいずれかであってもよい。
　この構成によれば、減法混色における基本的な色のインクをインク貯蔵部に貯蔵して使
用することにより、インク貯蔵部の利点を活用して印刷を行える。例えば、インク貯蔵部
はキャリッジとは異なる位置に配置されるため、キャリッジの装着部に装着されるカート
リッジよりも大容量化が容易である。このため、減法混色による印刷で多く消費されるイ
ンクをインク貯蔵部に貯蔵することにより、カートリッジ交換の手間を省くことができ、
また、印刷コストの低減などの利点がある。
【００１４】
　また、上記構成において、前記カートリッジに収容されるインクの色は、減法混色にお
ける基本色に該当しない色であってもよい。
　この構成によれば、減法混色における基本色に該当しない色のインクをカートリッジに
より供給することで、カートリッジの交換によって基本色以外の色のインクを容易に変更
できる。そして、インク貯蔵部に貯蔵されるインクとカートリッジにより供給するインク
とを組み合わせて多彩な印刷物を印刷することができる。さらに、例えば減法混色で使用
する基本色がインク貯蔵部に貯蔵される場合、基本色のインクで印刷可能な状態で、基本
色以外の色のインクを使用し、あるいは交換できる。
【００１５】
　また、上記構成において、前記カートリッジに収容されるインクの色は、レッド、グリ
ーン、蛍光色、メタリック色のいずれかであってもよい。
　この構成によれば、減法混色における基本的な色に該当せず、使用されるケースが限ら
れる色のインクをカートリッジにより供給する。カートリッジに収容されたインクは劣化
が進行しにくいという利点があり、使用頻度の低い色のインクをカートリッジで供給する
ことによって、印刷品質の低下を防止できる。また、カートリッジは交換が容易なのでイ
ンクの色の変更が容易である。従って、カートリッジからインクを供給する利点を活かし
て、印刷を行うことができる。
【００１６】
　また、上記課題を達成するために、本発明は、複数色のインクを吐出するインク吐出部
と、インクを収容したカートリッジを装着可能な装着部と、前記装着部および前記インク
吐出部を備えるキャリッジと、前記キャリッジとは異なる位置に配置され、インクを貯蔵
するインク貯蔵部と、を有する印刷装置の制御方法であって、前記装着部に対応する前記
インクの吐出を遮断するための情報を取得した場合、前記インク吐出部から前記装着部に
対応する前記インクの吐出を遮断する。
　この構成によれば、カートリッジを装着する装着部とインク貯蔵部とを備える印刷装置
が、装着部に対応するインクの吐出を遮断できる。例えば、カートリッジに収容されたイ
ンクを使用せずに印刷を行う動作等を実行できる。従って、インク貯蔵部及びカートリッ
ジの各々の利点を活かして印刷を行うことができる。
【００１７】
　本発明は、上述した印刷装置、及び、印刷装置の制御方法以外の種々の形態で実現する
ことも可能である。例えば、上記の制御方法をコンピューターにより実行するためのプロ
グラム、上記プログラムを記録した記録媒体、上記プログラムを配信するサーバー装置、
上記プログラムを伝送する伝送媒体、上記プログラムを搬送波内に具現化したデータ信号
等の形態で実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係るプリンターの概略構成を示す斜視図。
【図２】キャリッジの及びその近傍の構成を示す模式図。
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【図３】プリンターのブロック図。
【図４】制御部および記憶部の機能ブロック図。
【図５】カートリッジデータの構成例を示す模式図。
【図６】プリンターの動作を示すフローチャート。
【図７】プリンターの動作を示すフローチャート。
【図８】プリンターの動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　１．プリンターの構成
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本発明を適用した実施形態に係るプリンター１の概略構成を示す斜視図である
。図中、プリンター１の設置状態における上方を符号Ｚで示し、左方向を符号Ｘで、前方
向を符号Ｙで示す。
【００２０】
　プリンター１は、略直方体形状の筐体１１を備える。筐体１１の上面には、プリンター
１を使用するユーザーによって操作される操作部１２が配置される。操作部１２は、プリ
ンター１の電源スイッチ、及び、プリンター１の設定等を行うための操作スイッチ等を備
える。また、筐体１１の前面には表示パネル１３が配置される。表示パネル１３は、液晶
ディスプレイパネル等を備え、プリンター１の動作状態、操作部１２による操作内容等を
表示する。
【００２１】
　筐体１１の上面には開口部１１ａが開口する。開口部１１ａは、開閉可能な蓋（図示略
）を備える。開口部１１ａは、後述するキャリッジ３０に搭載されるカートリッジ２５を
交換する等の作業が行われる際に、ユーザーにより開かれる。
【００２２】
　筐体１１の内部には、プリンター１の機構を支持するフレーム１５が配置される。フレ
ーム１５には、プリンター１が印刷する印刷媒体である印刷用紙Ｐを搬送する搬送モータ
ー１９が取り付けられる。搬送モーター１９は、図示しないギヤやリンク機構を介して、
搬送ローラー（図示略）に連結される。搬送ローラー（図示略）は、印刷用紙Ｐに当接し
、搬送モーター１９の駆動力によって回転して、印刷用紙Ｐを図中符号Ｆで示す搬送方向
に搬送する。
【００２３】
　なお、プリンター１が印刷する対象である印刷媒体は、シート形状であればよく、所定
サイズにカットされたカットシート、または、連続するシートをロール状に巻いたロール
シートのいずれであってもよい。これらのシートは、紙であってもよいし、布や不織布で
あってもよく、合成樹脂製のシートであってもよい。また、これらのシートの表面にコー
ティングが付与されていてもよい。本実施形態では一例として、印刷媒体としてカット紙
である印刷用紙Ｐを用いる場合を例示する。
【００２４】
　プリンター１は、搬送方向Ｆに直交する方向に往復走査されるキャリッジ３０を有する
。キャリッジ３０は、印刷ヘッド３１（インク吐出部）を搭載する。印刷ヘッド３１は、
印刷用紙Ｐに対してインクを吐出することにより、印刷用紙Ｐにドットを形成し、これに
より印刷用紙Ｐに画像を印刷する。キャリッジ３０が走査される方向は、図中のＸ方向及
びその逆方向である。
【００２５】
　プリンター１は、キャリッジ３０を駆動するキャリッジモーター４１を備える。キャリ
ッジモーター４１は、筐体１１の幅方向すなわちキャリッジ３０の走査方向において、筐
体１１の端部に設置される。キャリッジモーター４１の出力軸にはプーリー４２が取り付
けられる。また、キャリッジモーター４１とは反対側において、筐体１１の端にはプーリ
ー４２が固定される。キャリッジモーター４１に取り付けられたプーリー４２はキャリッ
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ジモーター４１の駆動力により回転する駆動プーリーである。他方のプーリー４２はフレ
ーム１５に回転自在に取り付けられる従動プーリーである。これら一対のプーリー４２に
はベルト４３が架け渡され、キャリッジモーター４１の動力により一方のプーリー４２が
回転すると、一対のプーリー４２の間でベルト４３が駆動される。
【００２６】
　キャリッジ３０にはベルト４３が取り付けられ、ベルト４３が駆動されることにより、
キャリッジ３０はキャリッジガイド軸４５に沿って移動する。従って、キャリッジ３０は
、キャリッジモーター４１の回転に伴い、印刷用紙Ｐ上を往復走査される。これにより、
印刷ヘッド３１が印刷用紙Ｐ上を移動して、印刷用紙Ｐへの印刷が可能となる。
【００２７】
　キャリッジモーター４１は正転及び逆転動作が可能であり、キャリッジ３０が移動する
方向はキャリッジモーター４１の回転方向に対応する。
【００２８】
　プリンター１は、搬送モーター１９及びキャリッジモーター４１の駆動制御、印刷ヘッ
ド３１によるインク吐出制御、及び、表示パネル１３の表示制御等を行う制御装置１００
を備える。キャリッジ３０には、印刷ヘッド３１及び後述するＩＣ読取部３４ａ、３４ｂ
、３４ｃ、３４ｄ、３９ａ、３９ｂ（図２）等と、制御装置１００を接続するフラットケ
ーブル４８が接続される。
【００２９】
　また、フレーム１５には、印刷用紙Ｐの下に位置するプラテン１８が固定される。プラ
テン１８は、印刷ヘッド３１に対向する位置で印刷用紙Ｐを下方から支持する。
【００３０】
　キャリッジ３０には、印刷ヘッド３１から吐出されるインクを供給するサブタンク２１
ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ、カートリッジ２５ａ、２５ｂが搭載される。カートリッジ
２５ａ、２５ｂは、それぞれ、内部にインクを収容するカートリッジであり、キャリッジ
３０に対し着脱可能である。
【００３１】
　サブタンク２１ａ～２１ｄは、それぞれ、インクタンク２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２
ｄに接続される。サブタンク２１ａ～２１ｄの各々は、インクタンク２２ａ～２２ｄから
供給されるインクを一時的に貯留し、印刷ヘッド３１に供給する。なお、カートリッジ２
５ａ、２５ｂ（カートリッジ２５）が本発明のカートリッジに相当する。
【００３２】
　インクタンク２２ａ～２２ｄ（インク貯蔵部）は、それぞれ、インク注入口を有し、イ
ンク注入口からインクを補充できる。このため、インクタンク２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、
２２ｄの内部に貯蔵されたインクの残量が減少した場合には、インク注入口からインクを
補充すれば、インクタンク２２ａ～２２ｄ及びサブタンク２１ａ～２１ｄを交換せず使い
続けることができる。
【００３３】
　インクタンク２２ａ～２２ｄは、図１に示すように、キャリッジ３０とは異なる場所に
設置される。例えば、プリンター１は、プリンター１の背面または側面に、インクタンク
２２ａ～２２ｄを取り付けるための設置部（図示略）を設けた構成とすることができる。
また、インクタンク２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄの全てを１箇所に集積して配置する
必要はなく、複数の位置に分散して配置してもよい。
【００３４】
　なお、以下の説明では、サブタンク２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄを区別しない場合
はサブタンク２１と記載し、カートリッジ２５ａ、２５ｂを区別しない場合はカートリッ
ジ２５と記載する。同様に、インクタンク２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄも同様に、こ
れらを区別しない場合はインクタンク２２と記載する。
　また、後述するノズル３２ａ、３２ｂ、３２ｃ、３２ｄ、３２ｅ、３２ｆ（図２）も同
様に、これらを区別しない場合はノズル３２と記載する。
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　サブタンク２１、カートリッジ２５及びインクタンク２２については図２を参照して後
述する。
【００３５】
　印刷ヘッド３１が走査される範囲の端部にはホームポジション５１が設けられる。図１
の例では、ホームポジション５１は、筐体１１において、キャリッジモーター４１が設け
られた側の一端に位置する。ホームポジション５１は、印刷ヘッド３１のメンテナンスを
行うときの印刷ヘッド３１の位置であり、印刷ヘッド３１の走査範囲における基準位置で
ある。
【００３６】
　ホームポジション５１には、メンテナンス装置５２が設置される。メンテナンス装置５
２は、印刷ヘッド３１が吐出するインクを受けるインク受け部（図示略）、及び、印刷ヘ
ッド３１を封止するキャップ（図示略）を備える。
【００３７】
　プリンター１は、印刷ヘッド３１のメンテナンスとして、後述するように、印刷ヘッド
３１のクリーニング、及び、フラッシングを実行する。クリーニングは、印刷ヘッド３１
においてインクが流れる流路と、印刷ヘッド３１がインクを吐出するノズル３２（図２）
の詰まりを除去及び防止するための動作である。クリーニングの実行時、プリンター１は
、印刷ヘッド３１をメンテナンス装置５２上に位置させて、印刷ヘッド３１からメンテナ
ンス装置５２に向けてインクを排出する。このとき、インクがキャリッジ３０及び印刷ヘ
ッド３１内部のインク流路とノズル３２ａ～３２ｆを通過することで、これらの経路の洗
浄効果、気泡除去効果が期待できる。
【００３８】
　フラッシングは、ノズル３２（図２）におけるインクの変化による印刷品質の低下を防
止するための動作である。フラッシングの実行時、プリンター１は、各々のノズル３２か
らインクを吐出させる動作を行い、ノズル３２の開口及びその近傍に存在するインクを排
出する。これにより、ノズル３２に滞留するインクが、乾燥による粘度の増大などの性質
の変化を生じた場合に、このインクを排出することで、印刷ヘッド３１が高品質のインク
を排出可能な状態を維持できる。また、フラッシングによってノズル３２の開口における
インクのメニスカスを整えることができ、印刷用紙Ｐに吐出されるインク粒の大きさを適
切なサイズにすることができる。
【００３９】
　２．キャリッジ及びカートリッジの構成
　図２は、キャリッジ３０及びその近傍の構成を示す模式図である。図２には、キャリッ
ジ３０、キャリッジ３０に搭載されるサブタンク２１ａ～２１ｄ、カートリッジ２５ａ、
２５ｂ、及びこれらに付属する構成を正面視で示す。
【００４０】
　キャリッジ３０は、サブタンク２１を着脱可能に装着できる複数の装着部３３を備える
。キャリッジ３０に搭載されるサブタンク２１の数に制限はないが、本実施形態では、キ
ャリッジ３０は４つのサブタンク２１を装着可能であり、４個の装着部３３を備える。各
々の装着部３３は、サブタンク２１が装着された状態で、サブタンク２１内部のインクを
印刷ヘッド３１に供給する。
【００４１】
　キャリッジ３０は、カートリッジ２５ａ、２５ｂが装着される装着部３７ａ、３７ｂを
備える。本実施形態では、キャリッジ３０は２つのカートリッジ２５を装着可能な構成で
あり、２個の装着部３７を備える。各々の装着部３７は、カートリッジ２５が装着された
状態で、カートリッジ２５内部のインクを印刷ヘッド３１に供給する。
【００４２】
　サブタンク２１ａは、インク供給チューブ２３ａによってインクタンク２２ａに接続さ
れ、インク供給チューブ２３ａによって、インクタンク２２ａの内部に貯蔵されるインク
がサブタンク２１ａに輸送される。サブタンク２１ａは、インク供給チューブ２３ａを通
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じて輸送されるインクを一時的に貯留する空間（図示略）を有し、この空間に貯留したイ
ンクが印刷ヘッド３１に送られる。インク供給チューブ２３ａに、インクタンク２２ａか
らサブタンク２１ａにインクを輸送する駆動部を設けてもよい。また、サブタンク２１ａ
内に貯留されたインクが印刷ヘッド３１により吐出される毎に、この吐出に伴い発生する
吸引力によりインクタンク２２ａのインクがインク供給チューブ２３ａを通じてサブタン
ク２１ａに吸引される構成であってもよい。
【００４３】
　サブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄは、サブタンク２１ａと同様に、インク供給チュー
ブ２３ｂ、２３ｃ、２３ｄによりインクタンク２２ｂ、２２ｃ、２２ｄにそれぞれ接続さ
れる。インク供給チューブ２３ｂ、２３ｃ、２３ｄを通じて、インクタンク２２ｂ、２２
ｃ、２２ｄの内部に貯蔵されるインクがサブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄに輸送される
。
【００４４】
　印刷ヘッド３１には、サブタンク２１ａ～２１ｄの各々から装着部３３を介して、イン
クタンク２２ａ～２２ｄに貯蔵されたインクが送られ、印刷ヘッド３１により印刷用紙Ｐ
に吐出される。
【００４５】
　一方、カートリッジ２５ａ、２５ｂは、それぞれインクを貯留する空間（図示略）を有
し、この空間に収容されたインクが装着部３７ａ、３７ｂを通じて印刷ヘッド３１に供給
される。
【００４６】
　装着部３７ａは、遮断部３８ａを内蔵する。遮断部３８ａ（供給遮断部）は、カートリ
ッジ２５ａから印刷ヘッド３１へのインクの供給を遮断する機能を有する。また、装着部
３７ｂは、遮断部３８ｂ（供給遮断部）を内蔵する。遮断部３８ｂは、カートリッジ２５
ｂから印刷ヘッド３１へのインクの供給を遮断する機能を有する。遮断部３８ａ、３８ｂ
は、それぞれ制御装置１００（図３）に接続され、制御装置１００の制御により、インク
の供給を遮断する状態と、インクを供給する状態とを切り替え可能である。装着部３７ａ
、３７ｂは、本発明の装着部に相当する。
【００４７】
　印刷ヘッド３１において、プラテン１８（図１）に対向する面であるノズル形成面３１
ａに、ノズル３２ａ、３２ｂ、３２ｃ、３２ｄ、３２ｅ、３２ｆが開口する。ノズル３２
ａ～３２ｆは、それぞれ、一つのノズルの開口であってもよいし、各々が、複数のノズル
で構成されるノズル列であってもよい。すなわち、ノズル３２ａ～３２ｆの各々は、ノズ
ル列と呼ぶこともできる。
【００４８】
　ノズル３２ａはサブタンク２１ａに対応するノズルであり、サブタンク２１ａから供給
されるインクを吐出する。キャリッジ３０は、サブタンク２１ａから装着部３３を通じて
ノズル３２ａに至るインク流路（図示略）を備えている。
【００４９】
　同様に、ノズル３２ｂ、３２ｃ、３２ｄの各々は、サブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ
に対応するノズルであり、サブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄから供給されるインクを吐
出する。キャリッジ３０は、サブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄの各々から、装着部３３
を通じて、ノズル３２ｂ、３２ｃ、３２ｄの各々に至るインク流路（図示略）を備えてい
る。ノズル３２ｅはカートリッジ２５ａに対応するノズルであり、ノズル３２ｆはカート
リッジ２５ｂに対応するノズルである。これらノズル３２ｅ、３２ｆは本発明のノズルに
相当する。
【００５０】
　キャリッジ３０は、カートリッジ２５ａから装着部３７ａを通じてノズル３２ｅに至る
インク流路（図示略）、及び、カートリッジ２５ｂから装着部３７ｂを通じてノズル３２
ｆに至るインク流路（図示略）を備えている。カートリッジ２５ａからノズル３２ｅに至
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るインク流路は遮断部３８ａにより遮断することが可能であり、カートリッジ２５ｂから
ノズル３２ｆに至るインク流路は遮断部３８ｂにより遮断することができる。
【００５１】
　サブタンク２１ａには、ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）２４ａが搭載
される。ＩＣ２４ａに対応して、キャリッジ３０はＩＣ読取部３４ａを備える。ＩＣ２４
ａは、データを記憶する記憶領域（図示略）を有する接触型または非接触型のＩＣメモリ
ー素子である。ＩＣ読取部３４ａは、ＩＣ２４ａとの間で接触または非接触で通信を行い
、ＩＣ２４ａが記憶するデータを読み取る。
【００５２】
　同様に、サブタンク２１ｂ、２１ｃ、２１ｄには、ＩＣ２４ｂ、２４ｃ、２４ｄが搭載
される。ＩＣ２４ｂ、２４ｃ、２４ｄの各々に対応して、キャリッジ３０は、ＩＣ読取部
３４ｂ、３４ｃ、３４ｄを備える。ＩＣ２４ｂ、２４ｃ、２４ｄは、それぞれ、データを
記憶する記憶領域（図示略）を有する接触型または非接触型のＩＣメモリー素子である。
ＩＣ読取部３４ｂ、３４ｃ、３４ｄは、それぞれ、ＩＣ２４ｂ、２４ｃ、２４ｄとの間で
接触または非接触で通信を行い、ＩＣ２４ｂ、２４ｃ、２４ｄが記憶するデータを読み取
る。
【００５３】
　ＩＣ２４ａ～２４ｄは、それぞれ、サブタンク２１ａ～２１ｄが印刷ヘッド３１に供給
するインクの色を示す色データ等を記憶する。
【００５４】
　カートリッジ２５ａ、２５ｂの各々には、ＩＣ２６ａ、２６ｂが搭載される。ＩＣ２６
ａ、２６ｂの各々に対応して、キャリッジ３０は、ＩＣ読取部３９ａ、３９ｂを備える。
ＩＣ２６ａ、２６ｂは、データを記憶する記憶領域（図示略）を有する接触型または非接
触型のＩＣメモリー素子である。ＩＣ読取部３９ａ、３９ｂは、それぞれ、ＩＣ２６ａ、
２６ｂとの間で接触または非接触で通信を行い、ＩＣ２６ａ、２６ｂが記憶するデータを
読み取る。
【００５５】
　ＩＣ２６ａ、２６ｂは、それぞれ、カートリッジ２５ａ、２５ｂに関する各種のデータ
を記憶することができる。例えば、ＩＣ２６ａ、２６ｂは、それぞれ、カートリッジ２５
ａ、２５ｂが収容するインクの色を示す色データを記憶する。また、ＩＣ２６ａ、２６ｂ
は、それぞれ、カートリッジ２５ａ、２５ｂに収容されたインクの残量を示す残量データ
を記憶する。
【００５６】
　このように、プリンター１は、キャリッジ３０に搭載されたサブタンク２１により、イ
ンクタンク２２に貯蔵されたインクを印刷ヘッド３１により吐出して、印刷用紙Ｐに、文
字や画像を印刷できる。また、プリンター１は、カートリッジ２５ａ、２５ｂに収容され
たインクを印刷ヘッド３１により吐出し、これらのインクを用いて印刷用紙Ｐへの印刷を
行うことができる。
【００５７】
　インクタンク２２ａ～２２ｄの各々に貯蔵されるインクの色、及び、カートリッジ２５
ａ、２５ｂに収容されるインクの色は任意である。カートリッジ２５ａ、２５ｂは、それ
ぞれ、キャリッジ３０から取り外すことが可能であり、例えば、他の色のインクを収容し
たカートリッジ２５と交換することができる。また、カートリッジ２５ａ、２５ｂは、例
えば使い捨てのカートリッジであり、内部に収容したインクが枯渇した場合には、新しい
カートリッジ２５に交換される。
【００５８】
　また、サブタンク２１ａ～２１ｄは、インクタンク２２ａ～２２ｄとともに、プリンタ
ー１に固定される構成であってもよい。また、サブタンク２１を、キャリッジ３０から取
り外すことが可能であってもよく、例えば、サブタンク２１ａをインク供給チューブ２３
ａ及びインクタンク２２ａとともにキャリッジ３０から取り外し可能であってもよい。こ
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の場合、異なる色を貯蔵したインクタンク２２と、このインクタンク２２に付属するイン
ク供給チューブ２３及びサブタンク２１に交換してもよい。
【００５９】
　３．プリンターの制御系
　図３はプリンター１の構成を示すブロック図である。
　制御装置１００は、図１に示したように箱型形状であり、内部に半導体デバイス等が実
装された制御基板を有し、この制御基板の構成を図３に示す。
【００６０】
　制御装置１００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０
１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、及び不揮発性記憶部１０４を備える。
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０２または不揮発性記憶部１０４に記憶されたプログラムを
実行することにより、後述する制御部１４０（図４）の機能を実現し、プリンター１の各
部を制御する。ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや設定値のデータ等
を不揮発的に記憶する。ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや、処理さ
れるデータを一時的に記憶するメモリーとして機能する。不揮発性記憶部１０４は、フラ
ッシュメモリーデバイス等の半導体素子、磁気記憶装置、光学的記憶装置等で構成され、
ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや設定値のデータ等を不揮発的に記憶する。
【００６１】
　制御装置１００には、制御対象として、搬送モーター１９、キャリッジモーター４１、
入力部１１１、表示部１１２、媒体検出部１１３、通信部１１５が接続される。入力部１
１１は、操作部１２（図１）に対する操作を検出し、操作結果を示すデータを制御装置１
００に出力する。表示部１１２は、制御装置１００の制御に従って表示パネル１３（図１
）を駆動し、各種情報を表示させる。
【００６２】
　媒体検出部１１３は、プリンター１にセットされた印刷用紙Ｐ（図１）の先端、後端、
及び側端の位置あるいは、キャリッジ３０の走査方向における印刷用紙Ｐのサイズを検出
するセンサーである。媒体検出部１１３は、制御装置１００の制御に従って検出を実行し
、検出結果を制御装置１００に出力する。
【００６３】
　通信部１１５は、プリンター１の外部装置であるホストコンピューター２に対し、ケー
ブル（図示略）により有線接続され、または、無線通信回線により無線接続される。通信
部１１５は、ホストコンピューター２が送信するコマンドやデータを受信し、制御装置１
００に出力する。また、通信部１１５は、制御装置１００の制御に基づき、ホストコンピ
ューター２に対して各種データを送信する。
【００６４】
　搬送モーター１９は、上述したように制御装置１００の制御に従って回転し、搬送ロー
ラー（図示略）を動かして、印刷用紙Ｐを搬送させる。キャリッジモーター４１は、上述
したように制御装置１００の制御に従って正転または逆転し、キャリッジ３０を移動させ
る。
【００６５】
　また、制御装置１００には、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄ、遮断部３８ａ、３８ｂ、ＩＣ
読取部３９ａ、３９ｂ、及び、インク吐出駆動部１２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃ、１２１
ｄ、１２１ｅ、１２１ｆ（吐出駆動部）が接続される。
　ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄは、制御装置１００の制御に従って、ＩＣ２４ａ～２４ｄに
記録されたデータの読み取り、及び、ＩＣ２４ａ～２４ｄに対するデータの書き込みを行
う。
【００６６】
　ＩＣ読取部３９ａ、３９ｂは、制御装置１００の制御に従って、ＩＣ２６ａ、２６ｂに
記録されたデータの読み取り、及び、ＩＣ２６ａ、２６ｂに対するデータの書き込みを行
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う。
【００６７】
　遮断部３８ａ、３８ｂは、制御装置１００の制御に従って、カートリッジ２５ａ、２５
ｂから印刷ヘッド３１へのインクの流路を遮断する状態と、流路を遮断しない状態（イン
ク供給可能状態）とを切り替える。
【００６８】
　インク吐出駆動部１２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃ、１２１ｄ、１２１ｅ、１２１ｆは、
制御装置１００の制御に従って、印刷ヘッド３１のノズル３２ａ～３２ｆからインクを吐
出させる。インク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆは、印刷ヘッド３１に搭載され、ノズル
３２ａ～３２ｅに対応する位置に設置される。
【００６９】
　より詳細には、インク吐出駆動部１２１ａは、サブタンク２１ａが供給するインクの流
路に繋がるインク収容室（図示略）と、インク収容室からノズル３２ａにインクを押し出
す吐出機構（図示略）とを備える。インク吐出駆動部１２１ａは、制御装置１００の制御
により、ノズル３２ａにインクを押し出して、ノズル３２ａからインクを吐出させる。
【００７０】
　同様に、インク吐出駆動部１２１ｂ、１２１ｃ、１２１ｄ、１２１ｅ、１２１ｆは、制
御装置１００の制御に従って、インクを押し出す動作を実行し、印刷ヘッド３１のノズル
３２ｂ、３２ｃ、３２ｄ、３２ｅ、３２ｆからインクを吐出させる。
【００７１】
　インク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆは、それぞれ独立して制御装置１００によって制
御可能である。このため、制御装置１００は、印刷ヘッド３１からのインクの吐出を、ノ
ズル３２ａ～３２ｆ毎に制御し、インクの色毎に吐出を制御できる。
【００７２】
　図４は、制御部１４０および記憶部１５０の機能ブロック図である。図４は、制御部１
４０及び記憶部１５０の機能的構成を示す。記憶部１５０は、不揮発性記憶部１０４（図
３）やＲＯＭ１０２により構成される論理的な記憶部である。
【００７３】
　記憶部１５０は、制御部１４０が処理する各種データを記憶でき、例えば、受信バッフ
ァー１５１を備え、設定データ１５２、印刷データ１５３、及びカートリッジデータ１５
４を記憶する。
【００７４】
　受信バッファー１５１は、記憶部１５０の記憶領域の一部を用いて実現される一時記憶
領域であり、ホストコンピューター２から受信するコマンドやデータを一時的に記憶する
。通信部１１５が受信したデータは、いったん受信バッファー１５１に記憶され、その後
、記憶部１５０によって解析されて処理される。
【００７５】
　設定データ１５２は、プリンター１の動作を設定するデータを含む。例えば、設定デー
タ１５２は、ホストコンピューター２との通信設定に係るデータ、印刷用紙Ｐのサイズや
紙種の設定、後述するクリーニングやフラッシングの実行条件、実行タイミングあるいは
実行頻度の設定等に関するデータを含む。
【００７６】
　印刷データ１５３は、ホストコンピューター２が送信するデータに基づいて記憶部１５
０が生成する印刷用のデータである。印刷データ１５３は、例えば、印刷ヘッド３１がノ
ズル３２ａ～３２ｆから吐出するインク量やインクの液滴のサイズ等のデータを含む。
【００７７】
　カートリッジデータ１５４は、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄ、３９ａ、３９ｂにより読み
取ったデータを含む。
【００７８】
　図５は、カートリッジデータ１５４の構成例を示す模式図である。
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　図５に示すカートリッジデータ１５４ａは、カートリッジデータ１５４（図４）の一例
であり、キャリッジ３０が搭載する４つのサブタンク２１及び２つのカートリッジ２５に
対応するデータを含む。
【００７９】
　カートリッジデータ１５４ａは、キャリッジ３０が有する装着部３３、３７ａ、３７ｂ
の各々について、カートリッジの種類、インク種類、インク残量、使用状態、及び、イン
ク供給の有無を示すデータを含む。カートリッジデータ１５４ａは、装着部３３、３７ａ
、３７ｂを識別するための情報として、例えば番号を含み、図５の例では、装着部３３に
０１～０４の番号（識別情報）が付与され、装着部３７ａ、３７ｂに１１～１２の番号（
識別情報）が付与されている。
【００８０】
　カートリッジの種類は、インクタンク２２に接続されたサブタンク２１と、交換を前提
にしたカートリッジ２５とを区別する情報である。図５の例では、０１～０４が付与され
た装着部３３には、インクタンク２２に接続されたサブタンク２１が装着されたこと、及
び、装着部３７ａ、３７ｂにはカートリッジ２５が装着されたことを示している。
【００８１】
　インク種類、及び、インク残量は、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄ、３９ａ、３９ｂによっ
て読み取ったデータに基づく。
【００８２】
　インク種類は、例えばインクの色を示す。図５の例では、４つの装着部３３のインク色
がそれぞれＣ（ＣＹＡＮ：シアン）、Ｍ（ＭＡＧＥＮＴＡ：マゼンタ）、Ｙ（ＹＥＬＬＯ
Ｗ：イエロー）、Ｋ（ＢＬＡＣＫ：ブラック）の各色のインク色であることを示している
。また、カートリッジデータ１５４ａでは、装着部３７ａのインク色がＧ（ＧＲＥＥＮ：
グリーン）であることを示している。また、装着部３７ｂには、メンテナンス液を収容し
たカートリッジ２５ｂが装着されたことを示している。インク種類は、ＩＣ読取部３４ａ
～３４ｄ、３９ａ、３９ｂによって読み取ったデータが含まれる。
【００８３】
　インク残量は、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄ、３９ａ、３９ｂによって読み取ったデータ
が設定される。プリンター１が印刷ヘッド３１からインクを吐出する毎に、記憶部１５０
により、カートリッジデータ１５４ａのインク残量のデータが減算される。図５の例では
、インク残量の管理の必要性が高いカートリッジ２５が装着された装着部３７ａ、３７ｂ
について、インク残量が含まれる。メンテナンス液を収容したカートリッジ２５ｂに対応
する装着部３７ｂについては、メンテナンス液の残量の管理を省略してもよい。また、装
着部３３の各々について、サブタンク２１またはインクタンク２２のインク残量のデータ
を設定してもよい。
【００８４】
　使用状態は、カートリッジ２５を着脱可能な装着部である装着部３７ａ、３７ｂについ
て、カートリッジ２５に収容されたインク或いは液体を、印刷に使用する否かを示すデー
タである。装着部３７ｂに装着されたカートリッジ２５ｂはメンテナンス液を収容してお
り、このメンテナンス液は印刷に使用しない。このため、カートリッジデータ１５４ａで
は、装着部３７ｂの使用状態が「不使用」に設定されている。
【００８５】
　インク供給は、カートリッジ２５を着脱可能な装着部である装着部３７ａ、３７ｂにつ
いて、遮断部３８ａ、３８ｂによりインク供給を遮断するか否かを示すデータである。装
着部３７ｂに装着されたカートリッジ２５ｂはメンテナンス液を収容しており、このメン
テナンス液は印刷に使用しない。このため、カートリッジデータ１５４ａでは、印刷時に
、遮断部３８ｂによりメンテナンス液の供給を遮断するよう設定されている。
【００８６】
　このほか、図４に示す記憶部１５０は、記憶部１５０の制御により表示部１１２に表示
させる画面のデータや、プリンター１で印刷する文字のフォントデータ、テスト印刷用の



(15) JP 6922362 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

印刷データ等を含んでもよい。
【００８７】
　制御部１４０、及び、制御部１４０が有する各種の機能部は、ＣＰＵ１０１がプログラ
ムを実行することによって、ソフトウェアとハードウェアとの協働により形成される。こ
れらの機能部を構成するハードウェアは、例えば、ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ
１０３及び不揮発性記憶部１０４が挙げられる。
【００８８】
　制御部１４０は、通信制御部１４１、受信データ処理部１４２、動作制御部１４３、検
出制御部１４４、カートリッジデータ処理部１４５、及び吐出制御部１４６を備える。
【００８９】
　制御部１４０は、図示しないオペレーティングシステムを実行する。オペレーティング
システムの機能は、記憶部１５０が記憶する制御プログラム（図示略）の機能である。制
御部１４０の各部は、オペレーティングシステム上で実行されるアプリケーションプログ
ラムの機能として実現してもよいし、オペレーティングシステムの機能の一部として実現
してもよい。
【００９０】
　通信制御部１４１は、通信部１１５（図３）によるホストコンピューター２との間の通
信を実行する。通信制御部１４１は、通信部１１５によってホストコンピューター２から
受信するデータを、順次、受信バッファー１５１に記憶させる。このデータは、ホストコ
ンピューター２がプリンター１に対して動作や処理を指示するコマンド、コマンドの内容
を規定するパラメーター、及び、文字コードや画像データ等、各種のデータを含む。
【００９１】
　受信データ処理部１４２は、受信バッファー１５１に記憶されたデータを読み出して解
析し、コマンドの検出、印刷に用いるデータの検出等を実行する。受信データ処理部１４
２は、受信バッファー１５１からコマンドを検出した場合、検出したコマンドの実行順序
を決定し、コマンドを実行する。また、受信データ処理部１４２は、印刷を指示する印刷
コマンドを検出した場合、印刷コマンドに付随する印刷用のデータ（例えば、文字コード
や画像データ）を取得する。この場合、受信データ処理部１４２は、印刷用のデータに基
づき、印刷ヘッド３１を駆動するための印刷データ１５３を生成し、記憶部１５０に記憶
させる。また、受信データ処理部１４２は、受信バッファー１５１において検出したコマ
ンドに基づくデータ処理を実行してもよく、例えば、ホストコンピューター２から受信す
る設定コマンドに対応する設定処理を行う。
【００９２】
　動作制御部１４３は、受信データ処理部１４２が検出したコマンドを実行し、プリンタ
ー１の動作を制御する。例えば、動作制御部１４３は、受信データ処理部１４２が生成す
る印刷データ１５３に基づいて、搬送モーター１９、キャリッジモーター４１、及びイン
ク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆを駆動して、印刷用紙Ｐに対する印刷を実行する。また
、例えば、動作制御部１４３は、表示部１１２による表示の制御等を制御する。
【００９３】
　検出制御部１４４は、入力部１１１による入力の検出を行う。この場合、検出制御部１
４４は、入力部１１１とともに受付部を構成する。また、検出制御部１４４は、媒体検出
部１１３による検出を実行させる。検出制御部１４４による検出結果は、動作制御部１４
３が実行する制御に利用される。
【００９４】
　カートリッジデータ処理部１４５（カートリッジ検出部）は、ＩＣ読取部３４ａ～３４
ｄ、３９ａ、３９ｂによる読み取りを制御する。
　カートリッジデータ処理部１４５は、読み取りの結果に基づき、キャリッジ３０に装着
されるサブタンク２１、カートリッジ２５に関するデータを処理する。具体的には、カー
トリッジデータ処理部１４５は、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄ、３９ａ、３９ｂによって読
み取ったデータに基づきカートリッジデータ１５４を生成または更新する。
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【００９５】
　例えば、カートリッジデータ処理部１４５は、ＩＣ読取部３９ａによって読み取りを試
行した際に、ＩＣ２６ａを検出できない場合に、カートリッジ２５が装着されていないと
判定する。また。例えば、ＩＣ２６ａからデータを読み取れなかった場合に、ＩＣ読取部
３９ａに対応する装着部３７ａに、カートリッジ２５が装着されていないと判定する。同
様に、カートリッジデータ処理部１４５は、ＩＣ２６ｂを検出できない場合やＩＣ２６ｂ
からデータを読み取れなかった場合に、ＩＣ読取部３９ｂに対応する装着部３７ｂに、カ
ートリッジ２５が装着されていないと判定する。
【００９６】
　カートリッジデータ処理部１４５は、さらに、ＩＣ読取部３９ａにより読み取ったデー
タに基づきカートリッジデータ１５４への設定を行う。例えば、カートリッジデータ処理
部１４５は、装着部３７ａに装着されたカートリッジ２５が、印刷に用いるインク以外の
液体を収容していることを示すデータを読み取った場合、カートリッジデータ１５４の使
用状態及びインク供給のデータを設定する。カートリッジデータ処理部１４５は、ＩＣ読
取部３９ｂにより読み取ったデータも同様に処理可能である。
【００９７】
　４．プリンターの動作
　図６は、プリンター１の動作を示すフローチャートであり、特に、プリンター１がカー
トリッジ２５を検出する動作を示す。図６の動作は、例えば、プリンター１の起動時や、
入力部１１１の操作により指示されたタイミングで実行される。
【００９８】
　制御部１４０は、ＩＣ読取部３９ａ、３９ｂによりＩＣ２６ａ、２６ｂの読み取りを試
行させて、装着部３７ａ、３７ｂにおけるカートリッジ２５の装着状態を検出する（ステ
ップＳ１１）。例えば、プリンター１の起動時に図６の動作を実行する場合、制御部１４
０は、ステップＳ１１で、ＩＣ読取部３４ａ～３４ｄによる検出を試行させてもよい。
【００９９】
　制御部１４０は、ステップＳ１１の読み取りで読み取ったデータ、及び、装着部３７ａ
、３７ｂの各々におけるカートリッジ２５の装着状態の検出結果に基づき、カートリッジ
データ１５４に該当するデータを生成する（ステップＳ１２）。制御部１４０は、ステッ
プＳ１２で生成したデータに基づき、カートリッジデータ１５４を生成、或いは更新する
。
【０１００】
　ここで、制御部１４０は、装着部３７ａ、３７ｂのうち、不使用の装着部があるか否か
を判定する（ステップＳ１４）。具体的には、制御部１４０は、装着部３７ａ、３７ｂの
いずれかに装着されたカートリッジ２５が、インク以外の液体を収容したカートリッジで
ある場合に、この装着部を不使用と判定する。また、制御部１４０は、装着部３７ａ、３
７ｂのうち、カートリッジ２５が装着されていない装着部がある場合、この装着部を不使
用と判定してもよい。
【０１０１】
　不使用の装着部がある場合（ステップＳ１４；Ｙｅｓ）、制御部１４０は、不使用の装
着部についてカートリッジデータ１５４の使用状態を「不使用」に設定し、インク供給を
「遮断」に設定し、カートリッジデータ１５４を更新する（ステップＳ１５）。
【０１０２】
　制御部１４０は、ホストコンピューター２に対し、カートリッジデータ１５４に基づい
て、装着部３７ａ、３７ｂのインク色や使用状態を示すデータを送信する（ステップＳ１
６）。ステップＳ１６で、制御部１４０は、装着部３３についてインク色や使用状態を示
すデータを送信してもよい。また、ステップＳ１６で、制御部１４０は、装着部３７ａ、
３７ｂについてインク残量を示すデータを送信してもよい。
　また、装着部３７ａ、３７ｂのうち、不使用の装着部がない場合（ステップＳ１４；Ｎ
ｏ）、制御部１４０は、ステップＳ１６の処理を実行する。
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【０１０３】
　上記処理で、制御部１４０は、ＩＣ読取部３９ａ、３９ｂによってＩＣ２６ａ、２６ｂ
の読み取りを試行することにより（ステップＳ１１）、カートリッジ２５の装着状態を検
出し、検出結果に基づき不使用の装着部の有無を判定する（ステップＳ１４）。この構成
では、カートリッジ２５の装着状態を示す情報が、制御部１４０にとって、インクの供給
を遮断するための情報に相当する。プリンター１の動作は上記の例に限定されず、例えば
、入力部１１１における入力、或いは、ホストコンピューター２がプリンター１に送信す
るコマンドにより、装着部３７ａ、３７ｂにおけるカートリッジ２５の装着状態や使用状
態を指定してもよい。この場合、制御部１４０は、入力部１１１における入力、或いは、
ホストコンピューター２がプリンター１に送信するコマンドを取得する。この場合、制御
部１４０が取得するコマンドまたは入力に関する情報は、インクの供給を遮断するための
情報に相当する。また、この動作において、制御部１４０が入力部１１１における入力、
或いは、コマンドを取得する機能は、受付部の機能に相当する。すなわち、制御部１４０
は受付部に相当する。この場合、制御部１４０は、ステップＳ１４で、入力部１１１にお
ける入力、或いは、ホストコンピューター２がプリンター１に送信するコマンドに基づき
、不使用の装着部の有無を判定してもよい。
【０１０４】
　図７は、プリンター１の動作を示すフローチャートであり、特に、クリーニング及びフ
ラッシングを実行する場合の動作を示す。
【０１０５】
　制御部１４０は、クリーニングまたはフラッシングの実行条件が成立したか否かを判定
し（ステップＳ２１）、実行条件が成立しない間は（ステップＳ２１；Ｎｏ）、待機する
。
【０１０６】
　クリーニングの実行条件は、例えば、印刷用紙Ｐに印刷を行うページ数、プリンター１
の電源がオンになっている時間、印刷ヘッド３１からのインク吐出量等に基づき、周期的
に実行するよう設定される。また、クリーニングの実行条件は、装着部３７ａ、３７ｂに
装着されるカートリッジ２５が交換されたこと、ホストコンピューター２から入力される
コマンドにより指示されたこと、入力部１１１の操作により指示されたこと等を含んでも
よい。
【０１０７】
　フラッシングの実行条件は、印刷用紙Ｐに対する印刷動作の実行中であって、時間によ
り決定される。具体的には、印刷中の時間、印刷ヘッド３１からのインク吐出量、ノズル
３２ａ～３２ｆのいずれかでインクを吐出しない状態が継続した時間に対し、閾値が設定
され、この閾値に達した場合に、フラッシングの実行条件が成立したと判定される。この
閾値は、例えば、設定データ１５２に含まれる。
【０１０８】
　図１に示したメンテナンス装置５２は、上述のように、印刷ヘッド３１を封止するキャ
ップを備える。印刷を実行していない状態で、キャリッジ３０はホームポジション５１に
位置し、印刷ヘッド３１はキャップにより封止される。このため、印刷動作を実行してい
ない状態ではフラッシングは行わなくてもよい。従って、印刷動作中の所定のタイミング
で、フラッシングの実行条件が成立する。
【０１０９】
　クリーニングまたはフラッシングの実行条件が成立した場合（ステップＳ２１；Ｙｅｓ
）、制御部１４０は、キャリッジ３０をホームポジション５１に移動させる（ステップＳ
２２）。制御部１４０は、実行する処理（クリーニングまたはフラッシング）に対応する
量、及び／または時間に基づき、印刷ヘッド３１のノズル３２ａ～３２ｆからインク、及
び／またはメンテナンス液を吐出させる（ステップＳ２３）。これにより、クリーニング
またはフラッシングが実行される。
【０１１０】
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　制御部１４０は、キャリッジ３０の位置を、ステップＳ２２で移動する前の位置に復元
し（ステップＳ２４）、本処理を終了する。なお、図７の動作は、プリンター１の電源が
オンである間に継続して実行することができる。
【０１１１】
　図８は、プリンター１の動作を示すフローチャートであり、特に、カートリッジデータ
１５４に基づき印刷を行う場合の動作を示す。
【０１１２】
　制御部１４０は、ホストコンピューター２から受信するコマンドにより印刷が指示され
た場合に、印刷動作を開始する（ステップＳ３１）。制御部１４０は、カートリッジデー
タ１５４を参照し、装着部３７ａ、３７ｂのいずれかについてインク供給が「遮断」に設
定されているか否かを判定する（ステップＳ３２）。
【０１１３】
　装着部３７ａ、３７ｂのいずれかについてインク供給が「遮断」に設定されている場合
（ステップＳ３２；Ｙｅｓ）、制御部１４０は、「遮断」に設定された装着部に対応して
キャリッジ３０におけるインクの経路（流路）を遮断する（ステップＳ３３）。具体的に
は、制御部１４０は、装着部３７ａ、３７ｂのうち「遮断」に設定された側に対応する遮
断部３８ａ、３８ｂを遮断状態に移行させる。
【０１１４】
　制御部１４０は、印刷データ１５３に基づいて、搬送モーター１９、キャリッジモータ
ー４１及びインク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆを駆動し、印刷用紙Ｐへの印刷を実行す
る（ステップＳ３４）。
　また、装着部３７ａ、３７ｂのいずれもインク供給が「遮断」に設定されていない場合
（ステップＳ３２；Ｎｏ）、制御部１４０はステップＳ３４に移行して印刷を実行する。
【０１１５】
　図８のステップＳ３３で、制御部１４０は、遮断部３８ａ、３８ｂによりインクの経路
を遮断するが、例えば、インク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆを利用してもよい。具体的
には、装着部３７ａ、３７ｂに対応するノズル３２ｅ、３２ｆからインクを吐出させるイ
ンク吐出駆動部１２１ｅ、１２１ｆを利用してインクの供給を遮断（制限）してもよい。
具体的には、装着部３７ａについてカートリッジデータ１５４でインク供給が「遮断」に
設定された場合、制御部１４０は、印刷中におけるインク吐出駆動部１２１ｅの動作を停
止させる制御を行う。これにより、装着部３７ａに対応するノズル３２ｅからインクまた
は液体が吐出されなくなり、遮断部３８ａによりインクの流路を遮断する場合と同様の効
果が期待できる。装着部３７ａについてカートリッジデータ１５４でインク供給が「遮断
」に設定された場合、同様に、制御部１４０は、印刷中におけるインク吐出駆動部１２１
ｆの動作を停止させる制御を行う。この場合、インク吐出駆動部１２１ｅ、１２１ｆは供
給遮断部と同様の機能を実現する。また、この場合、遮断部３８ａ、３８ｂを省略した構
成としてもよい。
【０１１６】
　５．インクの色の使用例
　ここで、サブタンク２１ａ～２１ｄ、及び、カートリッジ２５ａ、２５ｂのインクの色
の具体例を挙げる。
　例えば、インクタンク２２ａ～２２ｄに貯蔵されるインクの色を、プリンター１が印刷
に使用する基本色とすることができる。基本色は、プリンター１がカラー印刷を行う場合
、減法混色で使用する基本色（Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ）である。これら基本色のインクを、それ
ぞれ、インクタンク２２ａ～２２ｄに貯蔵してもよい。この場合、インクタンク２２ａ～
２２ｄに貯蔵されたインクを用いてフルカラーの印刷を行うことができ、これらのインク
をカートリッジ２５により供給する場合に比べて、カートリッジの交換の手間を省くこと
ができる。
【０１１７】
　一方、カートリッジ２５ａ、２５ｂに収容されるインクの色は、プリンター１が印刷に
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使用する基本色（例えば、減法混色で使用する基本色）に該当しない色とすることができ
る。例えば、Ｒ（ＲＥＤ：レッド）、Ｇ、蛍光色、メタリック色が挙げられる。また、高
品位の印刷（いわゆるフォト印刷など）で使用されるＬＭ（ライトマゼンタ）、ＬＣ（ラ
イトシアン）等の淡色インクを収容したカートリッジ２５を用いてもよい。これらの色は
プリンター１で一般的な文書を印刷する場合の必要性は高くないが、特定用途または特定
の色調の印刷を行う場合に用いられる、いわゆる特色である。カートリッジ２５ａ、２５
ｂは交換可能であることから、Ｒ、Ｇ、蛍光色、メタリック色のインクを収容したカート
リッジ２５をキャリッジ３０に必要に応じて装着し、或いは交換することができる。この
ため、インクタンク２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄに貯蔵される基本色のインクと、カ
ートリッジ２５が収容する特色のインクとを組み合わせて多彩な印刷物を印刷できる。ま
た、減法混色で使用する基本色のインクをプリンター１で使用可能な状態で、特色のイン
クを使用したり、交換したりすることができる。
【０１１８】
　また、カートリッジ２５ａに収容されるメンテナンス用の液体は、例えば、キャリッジ
３０において、装着部３７ａからノズル３２ｅに至るインクの流路を洗浄する洗浄液、流
路の乾燥を防止する液体等である。カートリッジ２５ｂがメンテナンス液を収容する場合
も同様である。このメンテナンス液をカートリッジ２５ａまたはカートリッジ２５ｂに収
容することで、装着部３７ａまたは装着部３７ｂを印刷に使用しない場合に、プリンター
１の状態を良好に維持できる。このように、インク以外の液体を収容したカートリッジ２
５は、ダミーカートリッジまたは代替カートリッジと呼ぶことができる。装着部３７ａ、
３７ｂにおいては、カートリッジ２５を装着しない状態とすることも可能である。しかし
、装着部３７ａ、３７ｂからインクの流路への塵埃の進入や、インク流路の過度の乾燥を
防止する観点から、装着部３７ａ、３７ｂが大気中に開放または露出されていないことが
好ましい。装着部３７ａ、３７ｂからノズル３２ｅ、３２ｆへのインクの流路を遮断する
ことで、メンテナンス液を収容したカートリッジ２５を装着部３７ａ、３７ｂに装着して
も、メンテナンス液が印刷用紙Ｐに吐出されるおそれがない。このため、代替カートリッ
ジとして構成されたカートリッジ２５を、装着部３７ａ、３７ｂに装着することで、イン
クタンク２２ａ～２２ｄのみで印刷が可能な場合に、装着部３７ａ、３７ｂを保護できる
。これにより、使用されていない装着部３７ａ、３７ｂに、インクを収容したカートリッ
ジ２５を装着する場合に、インクの流路のコンディションが良好であるため、カートリッ
ジ２５のインクを使用した印刷を速やかに開始できる。
【０１１９】
　以上説明したように、本発明を適用した実施形態に係るプリンター１は、複数色のイン
クを吐出する印刷ヘッド３１と、インクを収容したカートリッジ２５を装着可能な装着部
３７ａ、３７ｂとを備える。また、装着部３７ａ、３７ｂおよび印刷ヘッド３１を備える
キャリッジ３０と、キャリッジ３０とは異なる位置に配置され、インクを貯蔵するインク
タンク２２と、印刷ヘッド３１によるインクの吐出を制御する制御部１４０と、を備える
。プリンター１の制御部１４０は、装着部３７ａ、３７ｂに対応するインクの吐出を遮断
するための情報を取得した場合、当該装着部に対応するインクの印刷ヘッド３１からの吐
出を遮断する。
【０１２０】
　本発明の印刷装置、及び、印刷装置の制御方法を適用したプリンター１によれば、カー
トリッジ２５を装着する装着部３７ａ、３７ｂとインクタンク２２とを備えるプリンター
１が、装着部３７ａ、３７ｂに対応するインクの吐出を遮断できる。例えば、カートリッ
ジ２５に収容されたインクを使用せずに印刷を行う動作等を実行できる。従って、インク
タンク２２及びカートリッジ２５の各々の利点を活かして印刷を行うことができる。
【０１２１】
　また、プリンター１は、カートリッジ２５を装着可能な複数の装着部３７ａ、３７ｂを
備える。制御部１４０は、複数の装着部３７ａ、３７ｂのいずれか１以上について、装着
部３７ａ、３７ｂに対応するインクの吐出を遮断する。これにより、カートリッジ２５に
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収容されたインクを吐出せずに、インクタンク２２に貯蔵されたインクを使用して印刷を
行うことが可能である。このため、例えば、使用頻度の低い色のインクを収容したカート
リッジ２５を装着部３７ａ、３７ｂに装着したり、装着部３７ａ、３７ｂにカートリッジ
２５を装着せずに印刷を行ったりすることが可能となる。従って、インクタンク２２とカ
ートリッジ２５とを適切に使い分けることができ、インクタンク２２及びカートリッジ２
５の各々の利点を活かして印刷を行うことができる。
【０１２２】
　また、プリンター１は、装着部３７ａ、３７ｂにおけるカートリッジ２５の装着状態、
及び、装着部３７ａ、３７ｂに装着されたカートリッジ２５の状態の少なくともいずれか
を検出するカートリッジデータ処理部１４５を備える。例えば、カートリッジデータ処理
部１４５は、装着部３７ａ、３７ｂにおけるカートリッジ２５の装着状態を検出する。制
御部１４０は、カートリッジデータ処理部１４５の検出結果を取得し、取得した検出結果
に基づいて印刷ヘッド３１からのインクの吐出を遮断する。例えば、制御部１４０は、カ
ートリッジ２５が装着されていない装着部に対応するインクの吐出を遮断する。これによ
り、装着部３７ａ、３７ｂにおけるカートリッジ２５の装着状態、及び／または、装着部
３７ａ、３７ｂに装着されたカートリッジ２５の状態に対応して、装着部３７ａ、３７ｂ
に対応するインクの吐出を遮断できる。例えば、制御部１４０は、カートリッジデータ処
理部１４５により、装着部３７ａ、３７ｂにインクを収容したカートリッジ２５が装着さ
れていない場合に、装着部３７ａ、３７ｂに対応するノズル３２ｅ、３２ｆからのインク
の吐出を遮断する。
　これにより、カートリッジ２５が装着されていない状態で動作を実行することができ、
インクタンク２２とカートリッジ２５とを適切に使い分けることができ、インクタンク２
２及びカートリッジ２５の各々の利点を活かして印刷を行うことができる。
【０１２３】
　また、装着部３７ａ、３７ｂに装着されるカートリッジ２５に関する情報の入力を受け
付ける受付部を備えてもよい。受付部は、例えば、入力部１１１の入力を検出する検出制
御部１４４、或いは、ホストコンピューター２が送信するコマンドを検出する受信データ
処理部１４２が相当する。制御部１４０は、受付部がインクの吐出を遮断するための情報
を受付けた場合、印刷ヘッド３１からのインクの吐出を遮断する構成であってもよい。こ
れにより、カートリッジ２５に関して入力される情報に基づき、装着部３７ａ、３７ｂに
対応するインクの吐出を遮断できる。例えば、スイッチ等の入力操作による入力や、ホス
トコンピューター２からのコマンドやデータの入力に応じて、カートリッジ２５に収容さ
れたインクを遮断できる。従って、インクタンク２２及びカートリッジ２５の各々の利点
を活かして印刷を行うことができる。
 
【０１２４】
　また、インク吐出部は、インクを吐出するノズル３２ｅ、３２ｆと、装着部３７ａ、３
７ｂからノズル３２ｅ、３２ｆにインクを供給する流路を遮断する遮断部３８ａ、３８ｂ
を備える。制御部１４０は、遮断部３８ａ、３８ｂに装着部３７ａ、３７ｂからのインク
の供給を遮断させることにより、印刷ヘッド３１からのインクの吐出を遮断する構成であ
ってもよい。この場合、インクの流路を遮断することにより、装着部３７ａ、３７ｂから
ノズルへのインクの供給を遮断することが可能である。このため、装着部３７ａ、３７ｂ
におけるカートリッジ２５の装着状態等に対応して、インクの供給を確実に遮断できる。
【０１２５】
　また、印刷ヘッド３１は、インクを吐出するノズル３２ｅ、３２ｆを備える。また、ノ
ズル３２ｅ、３２ｆからインクを吐出させるインク吐出駆動部１２１ｅ、１２１ｆを備え
る。制御部１４０は、インク吐出駆動部１２１ｅ、１２１ｆにノズル３２ｅ、３２ｆから
インクを吐出させないことで、印刷ヘッド３１からのインクの吐出を遮断する構成であっ
てもよい。これにより、遮断部３８ａ、３８ｂを用いなくても、装着部３７ａ、３７ｂか
ら印刷用紙Ｐへのインクの吐出を遮断できる。
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【０１２６】
　また、装着部３７ａ、３７ｂは印刷用インク以外の内容物を収容した代替カートリッジ
としてのカートリッジ２５を装着可能である。制御部１４０は、装着部３７ａ、３７ｂに
代替カートリッジであるカートリッジ２５が装着された場合に、印刷時において印刷ヘッ
ド３１から代替カートリッジの内容物の吐出を遮断する。これにより、印刷用インクとは
異なる内容物を収容したカートリッジ２５を、装着部３７ａ、３７ｂに装着できる。例え
ば、インクの流路を洗浄する洗浄液、流路の乾燥を防止する液体、流路への塵埃の侵入を
防止する物体などを収容したカートリッジ２５を装着部３７ａ、３７ｂに装着できる。こ
のため、装着部３７ａ、３７ｂからの塵埃の侵入等を防止でき、インクを収容したカート
リッジ２５を装着しなくてもプリンター１の状態を良好に維持できる。また、代替カート
リッジの内容物の吐出を、印刷時に遮断することができ、印刷用のインクとは異なる内容
物が印刷に影響することを防止できる。
【０１２７】
　また、代替カートリッジであるカートリッジ２５は、内容物としてプリンター１のメン
テナンス用の液体（メンテナンス液）を収容してもよい。この構成によれば、インクを収
容したカートリッジ２５を装着しなくてもプリンター１の状態を良好に維持できる。また
、インクを収容したカートリッジ２５を装着するときに、インクの流路のコンディション
が良好であるため、カートリッジ２５のインクを使用した印刷を速やかに開始できる。
【０１２８】
　また、インクタンク２２に貯蔵されるインクの色はイエロー、マゼンタ、シアン、ブラ
ックの少なくともいずれかとすることができる。この場合、減法混色における基本的な色
のインクをインクタンク２２に貯蔵して使用することにより、インクタンク２２の利点を
活用して印刷を行える。例えば、インクタンク２２はキャリッジ３０とは異なる位置に配
置されるため、キャリッジ３０の装着部３７ａ、３７ｂに装着されるカートリッジ２５よ
りも大容量化が容易である。このため、減法混色による印刷で多く消費されるインクをイ
ンクタンク２２に貯蔵することにより、カートリッジ２５の交換の手間を省くことができ
、また、印刷コストの低減などの利点がある。
【０１２９】
　また、カートリッジ２５に収容されるインクの色は、減法混色における基本色に該当し
ない色であってもよい。この場合、減法混色における基本色に該当しない色のインクをカ
ートリッジ２５により供給することで、カートリッジ２５の交換によって基本色以外の色
のインクを容易に変更できる。そして、インクタンク２２に貯蔵されるインクとカートリ
ッジ２５により供給するインクとを組み合わせて多彩な印刷物を印刷することができる。
さらに、例えば減法混色で使用する基本色がインクタンク２２に貯蔵される場合、基本色
のインクで印刷可能な状態で、基本色以外の色のインクを使用し、あるいは交換できる。
【０１３０】
　また、カートリッジ２５に収容されるインクの色は、レッド、グリーン、蛍光色、メタ
リック色のいずれかとすることができる。この場合、減法混色における基本的な色に該当
せず、使用されるケースが限られる色のインクをカートリッジ２５により供給する。カー
トリッジ２５に収容されたインクは劣化が進行しにくいという利点があり、使用頻度の低
い色のインクをカートリッジ２５で供給することによって、印刷品質の低下を防止できる
。また、カートリッジ２５は交換が容易なためインクの色の変更が容易である。従って、
カートリッジ２５からインクを供給する利点を活かして、印刷を行うことができる。
【０１３１】
　なお、上述した実施形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の範
囲内で任意に変形および応用が可能である。
【０１３２】
　例えば、上記実施形態では、カートリッジ２５ａ、２５ｂからノズル３２ｅ、３２ｆに
至るインクの流路を遮断する遮断部として、キャリッジ３０が内蔵する遮断部３８ａ、３
８ｂを用いる構成を例示した。本発明はこれに限定されず、例えば、カートリッジ２５ａ
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、２５ｂに、インクの供給を遮断する遮断部３８ａ、３８ｂと同様の構成を設けてもよい
。
　また、上記実施形態において、カートリッジデータ１５４を、ホストコンピューター２
が送信するコマンドにより設定し、或いは、ホストコンピューター２がカートリッジデー
タ１５４をプリンター１に送信してもよい。
【０１３３】
　また、上記実施形態で説明したプリンター１は４色のインクを基本色インクとするカラ
ープリンターであったが、これは一例である。プリンター１は、４色のプリンターに限ら
ず、３色以下の色で印刷するプリンターであってもよいし、より多色のカラープリンター
であってもよい。例えば、インクタンク２２ａ～２２ｄに、合計３色以下の色のインクを
貯蔵する構成であってもよい。また、インクタンク２２の数を３以下としてもよい。また
、印刷ヘッド３１に形成されるノズルの数にも制限はなく、６列に限らない。具体的には
、プリンター１が使用するインクの色数に対応して、インクが混色しないよう吐出可能な
構成であればよく、サブタンク２１及びカートリッジ２５のインクを異なるノズルに割り
当て可能であればよい。例えば、１つのノズル列を構成する複数のノズルを、異なるサブ
タンク２１、またはカートリッジ２５に割り当てる構成であってもよい。
【０１３４】
　プリンター１は、キャリッジ３０を、搬送方向Ｆとは異なる方向に走査する構成に限定
されず、例えば、キャリッジ３０が走査されない、いわゆるラインヘッドプリンターであ
ってもよい。プリンター１は、Ａ１、Ａ０サイズまたはこれらを超えるサイズの印刷用紙
Ｐ、或いは布等の印刷媒体に印刷を行う大判プリンターであってもよい。
　印刷ヘッド３１によりインクを吐出させるインク吐出駆動部１２１ａ～１２１ｆの構成
は、圧電素子を用いるピエゾ方式であってもよいし、熱によりインクを吐出する構成であ
ってもよい。
【０１３５】
　また、プリンター１は、印刷装置として独立した装置に限定されず、他の装置に組み込
まれるプリンターモジュールであってもよい。
【０１３６】
　図３、図４に示した各機能部は機能的構成を示すものであって、具体的な実装形態は特
に限定されない。つまり、必ずしも各機能部に個別に対応するハードウェアが実装される
必要はなく、一つのプロセッサーがプログラムを実行することで複数の機能部の機能を実
現する構成とすることも勿論可能である。また、上述した実施形態においてソフトウェア
で実現される機能の一部をハードウェアとしてもよく、或いは、ハードウェアで実現され
る機能の一部をソフトウェアで実現してもよい。その他、プリンター１の他の各部の具体
的な細部構成についても、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で任意に変更可能である。
【符号の説明】
【０１３７】
　１…プリンター（印刷装置）、２…ホストコンピューター、１１…筐体、１１ａ…開口
部、１２…操作部、１５…フレーム、１８…プラテン、１９…搬送モーター、２１、２１
ａ～２１ｄ…サブタンク、２２、２２ａ～２２ｄ…インクタンク（インク貯蔵部）、２３
、２３ａ～２３ｄ…インク供給チューブ、２４ａ～２４ｄ…ＩＣ、２５、２５ａ、２５ｂ
…カートリッジ、２６ａ、２６ｂ…ＩＣ、３０…キャリッジ、３１…印刷ヘッド（インク
吐出部）、３１ａ…ノズル形成面、３２、３２ａ～３２ｆ…ノズル、３３…装着部、３４
、３４ａ～３４ｄ…ＩＣ読取部、３７、３７ａ、３７ｂ…装着部、３８ａ、３８ｂ…遮断
部（供給遮断部）、３９ａ、３９ｂ…ＩＣ読取部、４１…キャリッジモーター、５１…ホ
ームポジション、５２…メンテナンス装置、１００…制御装置、１０１…ＣＰＵ、１０２
…ＲＯＭ、１０３…ＲＡＭ、１０４…不揮発性記憶部、１１１…入力部（受付部）、１１
３…媒体検出部、１１５…通信部、１２１ａ～１２１ｆ…インク吐出駆動部、１４０…制
御部、１４１…通信制御部（受付部）、１４２…受信データ処理部、１４３…動作制御部
、１４４…検出制御部（受付部）、１４５…カートリッジデータ処理部（カートリッジ検



(23) JP 6922362 B2 2021.8.18

出部）、１４６…吐出制御部、１５０…記憶部、１５１…受信バッファー、１５２…設定
データ、１５３…印刷データ、１５４、１５４ａ…カートリッジデータ、Ｆ…搬送方向、
Ｐ…印刷用紙。
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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